
県民協働の取り組み自己チェックシート（振り返り前） 

 ■基本項目 

  ○記入者氏名：ＣＳＯ側 さが“食と農”絆づくりプロジェクト会議地産地消推進チーム座長 

              澤野香代子（西九州大学教授） ℡ 0952-52-4191（大学代表） 

行政側  生産者支援課 熊谷節子 

  ○事業名：さが“食と農”絆づくりプロジェクト推進事業 

  ○事業内容：「食農教育」や、地元で取れた農産物を地元で利用し消費する「地産地消」、都市住

民が農村で楽しみ交流する「都市農村交流」を一体的に進める「さが“食と農”絆づく

りプロジェクト(平成 18 年度～22 年度)」を県民協働で展開している。 

   ○行政担当課：生産者支援課 

  ○ＣＳＯ名：さが“食と農”絆づくりプロジェクト会議 

  ○協働はいつ開始されましたか。 

   １．予算案作成前から ２．予算決定後、企画の段階から ３．実施段階から 

     ４．その他（                           ） 

  ○協働の呼びかけは、どちらからですか。 

   １．ＣＳＯ ２．行政 ３．その他（                ） 

  ○協働の形態は何ですか。 

   １．協働型委託 ２．共催 ３．補助 ４．後援 ５．事業協力 

  ○県民協働のコーディネーターは同席しましたか。 

   １．同席した  ２．同席していない⇒（理由：昨年度から実施しており、両者で実施可能）

                  振り返り（評価）項目 行政 CSO 

 ■計画段階   

１．事業の目的を明確にし、共有しましたか。 ○ ○ 
２．成果目標を明確にし、共有しましたか。 ○ ○ 
３．県民のニーズについて話しあい、反映されていますか。 ○ ○ 
４．協働の理由は明確ですか。 ○ ○ 
５．ふさわしい協働の形態が検討されましたか。 ○ ○ 
６．協働する相手を選ぶ手法は適当でしたか。 

①当初から決まっている場合：専門性の高い団体に協力を依頼 

②当初から決まっていない場合： 
○ ○ 

７．相互を理解し、対等な関係を築けましたか。 ○ ○ 
８．この事業についての事業計画、収支計画をともに作りましたか。 ○ ○ 
９．協働する期間をともに考えましたか。         ○ ○ 
10．役割分担を明確にしましたか。 ○ ○ 

 

※ 計画段階で記すべきコメントがあればここに記入してください。 

事業の効率的・効果的な推進を図るため、アンケートなどにより県民ニーズの把握に努める

とともに、ＣＳＯなどを構成員とする会議を開催し、協議を行った。 

 ■実施段階   

１．役割分担をともに共有し、果たしましたか。 ○ ○ 

 ２．進捗状況や事業に関する情報を共有しましたか。 ○ ○ 

 ３．課題の発生には、お互い連絡しあい、素早く対応しましたか。 ○ ○ 

 ４．事業の修正は、お互いに十分議論し、柔軟に対応しましたか。 ○ ○ 

 

 

 ５．事業内容の報告をつくり、公開しましたか。 ○ ○ 

  ※ 実施段階で記すべきコメントがあればここに記入してください。 

年間通じて話し合いを行い、その都度、成果の達成状況を確認し合いながら、課題や解決手法

について議論し、修正を重ねてきた。それを基に、会議資料や啓発資料の作成を行い、次年度の

取組に反映している。  

また、20 年度からは、事業の一部（「さが“食と農”プロジェクト活動支援事業」の公募・審

査）をＣＳＯに委託し、さらに、各々の強みを生かした県民協働の取組を進めている。 



 
 ■成果の把握          

 １．成果目標は達成できたか、お互いに話し合いましたか。 ○ ○ 

 ２．成果目標は達成できましたか。 

    

○ ○ 

 

 ※成果の把握において、記すべきコメントがあればここに記入してください。 

  平成２１年２月に実施した消費者アンケート調査結果などにより、県産農産物の愛用度や学校

給食の副食における県産食材の使用割合など『佐賀県「食」と「農」の振興計画』に掲げる数

値目標の達成に向けて着々と成果を上げていることを確認した。 

 ■課題の抽出   

 １．今後の課題をお互いに話し合いましたか。 ○ ○  

※課題の抽出において、記すべきコメントがあればここに記入してください。 

消費者アンケートや認定農業者アンケート調査の結果、県内 6地区に設置している推進会議（構

成員：ＣＳＯ、農業団体、行政など）の意見等を踏まえ、次年度の課題等について双方の考えを

確認し、協議しながら次年度の計画に反映した。 

 

 

 ■改善案の作成   

 １．改善案をお互い話し合い、作成しましたか。 

 ＜改善案内容のポイント＞ 

 基本方針の決定、実践活動、普及・啓発など、食と農に関する多様な取組の中

で、各々の強みを生かした事業展開となるよう、双方が話し合った上で、推進体

制づくりや関係団体との連携等を工夫した。 

○ ○ 

 ２．今後の官民の役割分担を明確にしましたか。 ○ ○ 

 

 ※改善案の作成において、記すべきコメントがあればここに記入してください。 

 行政側としては、ＣＳＯと協働で取り組むため、常に、“ともに”の意識を持って協議を重ね

てきた。話し合いの中で、お互いが担うべき役割について確認してきた。 

 総 合 評 価  

 

 ■自由意見 

  

 

 振り返り（評価）の各項目に「はい」、「いいえ」、「わからない」のいずれかを記入してください。 

 

 


